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１ 進捗管理 

   市では、平成 30 年３月にあいとぴあレインボープラン（狛

江市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画）（以下

「本計画」という。）を策定し、「みんなで支え合いながら、 

自分らしく健康に暮らしつづけられる～あいとぴあ狛江～」

を基本理念とし、この基本理念を踏まえた３つ施策の体系を

設定し、高齢者保健福祉施策を推進する必要があります。 

そこで、本計画の実効性を担保し着実な進展を図るため、

前年度の取組状況について、狛江市福祉基本条例第 26 条第

１項の規定により設置された狛江市市民福祉推進委員会高

齢小委員会で、本計画のうち狛江市高齢者保健福祉計画の進

捗状況の把握や評価を行うこととします。なお、本計画のう

ち第７期介護保険事業計画の進捗状況の把握や評価につい

ては、狛江市介護保険条例第 20 条の規定により設置された

狛江市介護保険推進市民協議会において行うこととします。

狛江市高齢者保健福祉計画は、第７期介護保険事業計画と一

体的に策定しているため、進捗状況の把握や評価に当たって

は、整合性を図りながら行ってまいります。 

２ 本報告書の構成 

（１）重点施策事業別進捗管理シート 

市職員が計画に位置付けられた事業を着実に実施するた

め、重点施策に係る事業のうち新規に実施する事業等事業の

進捗管理が必要と認められる事業について、当該年度に実施

したことを「Do（実行）」の欄に、当該事業の実施結果の評

価を３（２）で示す基準に従い「Check（評価）」の欄に、（２）

で記載した課題を踏まえた当該事業の改善点を「Act（改善

点）」の欄に記載します。 

（２）重点施策進捗管理シート 

本計画で掲げた基本理念及び基本目標を実現するために

市で実施すべき重点施策の当該年度における実施状況及び

課題を市民に分かりやすく説明するため、重点施策の施策小

項目ごとに主な事業を記載するとともに、（１）重点施策事

業別進捗管理シートに記載した事業の実施状況及び進捗評

価を踏まえて、当該重点施策を実施するに当たっての課題を

「施策を実施するに当たっての課題」の欄に分かりやすく記

載するとともに、この課題を踏まえて、狛江市市民福祉推進

委員会高齢小委員会からいただいたご意見を「委員会からの

意見」の欄に記載し、次年度の施策の実施に反映させてまい

ります。 
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３ 進捗評価の方法 

平成 26 年７月に、市が策定している計画の評価基準を４段階に統一し、取組の強化を図るべき評価の目安が示されたことを踏ま

え、狛江市市民福祉推進委員会高齢小委員会で議論、検討を行い、下記のとおりの評価基準とします。 

（１）評価方法 

施策の方向性ごとに４段階で評価します。 

（２）評価基準 

評価基準 評価内容 

A 進捗している ・前年よりもより一層取組みを強化 

・年次目標どおり取組みを進捗できた。 

Ｂ 現状維持 ・前年同様の取組みを実施（年次目標が現状維持で設定されていた場合を含む。） 

Ｃ あまり進捗していない ・前年同様の取組みも行えなかったが、来年度は行う予定 

・年次目標どおりの進捗ができなかった。 

Ｄ まったく進捗していない ・年次目標どおりの進捗ができず、取組みの目途も立っていない。 
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４ 進捗評価の流れ 

平成 31 年度の狛江市高齢者保健福祉計画の進捗管理は、次表のとおり狛江市市民福祉推進委員会高齢小委員会において進捗評価

を審議し、確定いたしました。 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

       

 

 

 

 

     

 

 

 

高齢小委員会 

庁議 
報告書を

踏まえた

予算要求 

担当課による自己評価 
報告書(案)を審議・確定 

報告書 

を報告 報告書を

HP に公開 

予算編成 予算審議 

市民福祉推進委員会 

報告書を報告 
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第１章 重点施策事業別進捗管理シート 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課

1 頁 指標 
Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

１ 健康づくりと生きがいづくり 

 (1) 健康寿命の延伸に向けた健康づくり及び介護予防の取組み強化 

 

③ 

ｂ介護予防事業の

整理・充実 

高2 161 - 

教室終了後の参加者に

よる自主的な介護予防

活動の継続につなげる

取組を強化した結果、

新たな通所型サービス

Ｂの設立につながっ

た。 

Ａ 

市民による自主的な介護予防活動の

継続を促進する。 

  c 市民団体によるミ

ニデイ等の運営

の支援 

高 161 - 

通所型サービスＢ運営

団体育成事業の実施を

通じて、新たな運営団

体１箇所を立ち上げ

た。 
Ａ 

通所型サービスＢ団体の設立は増加

したが、質、内容、参加者数、周知、

運営スタッフの高齢化等新たな問題

を抱えている。今後は新規運営団体

の立ち上げから既存運営団体の課題

整理を通じた支援拡充に重点をシフ

トする。 

                                                   
1 「担当課」欄に複数課が記載されている場合は、黒背景白字が「主担当」、白背景黒字が「主担当以外の関係部署」とする。複数課

を記載する場合の順序は、狛江市組織規則（平成 20 年規則第３号）別表第１の順序とする。 
2 高…高齢障がい課 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

１ 健康づくりと生きがいづくり 

 (2) 心身の健康維持及び増進につながる社会参加の促進 

  

③ 

ａこまえくぼ 1234

による専門相談

及び体験学習プ

ログラム等によ

る人材・団体の掘

り起こし・育成 
政

3 166 - 

新規立ち上げ団体に対

して情報発信や情報提

供、フリースペースな

どの設備活用支援を行

った。また、団体交流

の機会や勉強会、相談

会を設けることで団体

の連携や情報交換に繋

げる支援を行った。 

Ｂ 

こまえくぼ 1234 が実施している事

業や役割をホームページや SNS 等を

活用して周知することと合わせて、

団体自身が活動の情報を発信するた

めの支援を行うことで、個人のボラ

ンティア活動等の社会参加に繋げて

いく必要がある。また、団体間及び

団体と行政の繋がりをより強化する

ことで活動の活性化と人材・団体の

掘り起こし・育成を進めていきたい。 

 (3) 生きがいに結びつく地域貢献や就労の場の拡充 

  

② 

a 介護ボランティア

制度の試行実施 

高 168 - 

令和２年度に高齢者生

きがいポイント事業と

して本格実施するため

の試行事業として実施

した。 

Ａ 

試行結果を踏まえ、対象者を 40 歳以

上の第１号及び第２号被保険者に拡

大するとともに、対象事業について

はボランティア事業を含めた幅広い

事業に拡大する。 

                                                   
3 政…政策室 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (1) 地域における見守りと支え合いの仕組みづくり 

  

① 

a 小地域内での新

たな活動内容又

は既存活動の充

実化 
社4 169 - 

市民のニーズを把握す

るため、アンケートや

インタビューを行うと

ともに、３地域を対象

とした住民懇談会を２

回実施した。 

Ａ 

小地域における見守り・安否確認ネ

ットワークの形を模索すべく、住民

懇談会等で出てきたニーズも含め、

小地域福祉活動の活性化、「福祉のま

ちづくり委員会」立ち上げへの支援

方法を検討する。 

  

② 

ｂ福祉施設と福祉

避難所及び緊急

入所に関する協

定締結 地5 171 

GH6 

3 箇

所 

障がい者 GH１箇所、高

齢者 GH１箇所、矯正施

設１箇所との協定を締

結した。その他市内外

の施設との協定締結に

向けて調整を進めてい

る。 

Ａ 

施設側の事情も考慮しながら、可能

な限り各施設との協定締結に向けて

調整を進めていく。 

                                                   
4 社…社会福祉協議会 

5 地…地域福祉課 
6 GH･･･グループホームの略称 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (2) 多様な主体による生活支援サービスの充実 

  

② 

a シルバーガイドブ

ック等によるサ

ービスの周知 
高 174 - 

平成 31 年度版シルバ

ーガイドブックの作

成・配布により高齢者

の生活支援サービスに

関する情報の周知を行

った。 

Ｂ 

引き続きシルバーガイドブック、生

き活きノート（介護予防手帳）、認知

症あんしんガイド（認知症ケアパス）

等により生活支援サービス情報の周

知を充実する。 

 (3) 新しい総合事業の実施による地域活力の向上 

  

① 

ａ運営団体の立上

げ、育成手法の研

究  

高 176 - 

通所型サービスＢ運営

団体育成事業に基づく

既存団体の運営支援に

加え、新たな運営団体

を立ち上げた。 

Ａ 

通所型サービスＢ団体の設立は増加

したが、質、内容、参加者数、周知、

運営スタッフの高齢化等新たな問題

を抱えている。今後は新規運営団体

の立ち上げから既存運営団体の課題

整理を通じた支援拡充に重点をシフ

トする。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (3) 新しい総合事業の実施による地域活力の向上 

  

① 

ａ人材確保のため

の調査・研究 
高 176 - 

既存団体への支援と新

たな運営団体の立ち上

げによる担い手人材の

蓄積を進めた。 

Ａ 

運営団体数の増加から支援の質の拡

充への重点シフトとして、これまで

の経験から獲得したノウハウの団体

間の水平展開を実践する。 

  

② 

ｂ新しい総合事業

のサービス提供

事業所への指導

検査等の実施 

地
・
高 

177 - 

平成 30 年度から市へ

指定権限が委譲された

居宅介護支援事業所へ

の指導検査を重点的に

行ったため、新しい総

合事業のサービス提供

事業所への指導検査は

行っていない。 

C 

在宅での介護サービスについては、

居宅介護支援事業所の作成するケア

プランが全ての核となるため、重点

的に居宅介護支援事業所への指導検

査を行ったが、今後は新しい総合事

業のサービス提供事業所を含め、サ

ービスごとにバランスよく指導検査

を行うことができるよう、指導計画

を立てていくこととしたい。なお、

制度改正に伴う制度理解に関する指

導、注意喚起が必要な事項や事例に

ついては、事業者連絡会で集団指導

を行う等、効果的な方法での実施も

検討する。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (1) 新しい地域包括支援体制の構築 

  

① 

ｄこまほっとシル

バー相談室（高齢

者見守り相談窓

口）の周知 

相7 179 - 

地域から寄せられたニ

ーズから、セミナー開

催やサロン活動を展開

した。 

Ａ 

同じセミナーを各相談室で開催した

が、集客人数に差がでている。 

地域の特色を踏まえながら、シルバ

ー相談室の周知に努めていく。 

  ネットワークの

構築 

相 179 - 

自治会や管理組合、地

域包括支援センター等

ネットワークを構築す

る関係機関と定期的に

情報交換の機会を持

ち、連携を深めた。 

Ａ 

安否確認など異変時の対応や、見守

りを要する一部世帯への支援につい

て、相談室が、関係機関をつなぎ、

連携することによる効果はみられ

た。関係機関間の連携が十分にとれ

ているとはいえないため、地域の特

色を踏まえながら、ネットワーク構

築に努めていく。 

                                                   
7 相…福祉相談課 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (1) 新しい地域包括支援体制の構築 

  

③ 

ａ個別ケア会議実

施（随時） 

高 181 随時 

従来の支援推進型会議

に、予防推進型会議を

加え、市内３箇所の地

域包括支援センターに

おいて 14 回の個別ケ

ア会議を開催した。 

Ａ 

幅広いテーマから個別事例の検討を

積み重ね、帰納的に地域生活課題を

抽出し政策として結実させるための

制度設計を構築する。 

ｂ地域生活課題検

討会議の開催 

高 181 
年度

３回 

２回の会議を開催し、

地域の見守り体制の強

化について多職種で意

見を交換するととも

に、地域生活課題を抽

出するための新たな枠

組み整備について議論

を行った。 

Ａ 

地域生活課題検討会議は、地域ケア

会議による帰納的な事例の積み重ね

から地域生活課題を抽出し、政策に

結実させるための要であり、抽出か

ら政策化のプロセスが効果的に機能

するような枠組みを構築する。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (1) 新しい地域包括支援体制の構築 

  

④ 

ａ生活支援体制整

備協議体の会議

の開催 
高 183 

年度

３回 

２回の会議を開催し、

地域生活課題として新

たな居場所づくりと地

域資源マップの制作に

取り組んだ。 

Ｂ 

生活支援体制整備協議会は、地域生

活課題に関して一つずつ意見を積み

上げるとともに、地域資源を一律に

展開するための要であり、地域生活

課題検討会議との課題共有を進める

ための枠組みを構築する。 

(2) 医療と介護の連携強化 

 

 

② 

ｂ医療・介護関係者

による研修 

高 185 

年度

１回

以上 

医療・介護関係者によ

る多職種連携研修会を

準備していたが、新型

コロナウイルスの影響

によりやむを得ず開催

を中止した。 

機能強化型地域包括支

援センターによる医療

連携をテーマにした研

修を開催し介護支援専

門員の参加があった。 

Ｂ 

令和２年度から医療介護連携事業が

高齢障がい課に移管されたことを踏

まえ、従来のイベント的要素から、

認知症連携事業を含めた医療介護専

門職による多職種連携のノウハウの

水平的展開の場として新たに位置付

ける枠組み再編を行う。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療と介護の連携強化 

② 

ｄ切れ目のない在

宅医療・介護連携

提供コールセン

ターの試行実施 
高 186 - 

地域における在宅療養

の質の向上と充実のた

め、情報通信技術（ICT

システム）を利用した

情報連携の手段を安定

的に運用した。 

Ａ 

引き続き、地域の医療機関や介護事

業所等への周知を図り、普及推進に

努めるとともに、既存の情報ネット

ワークとの共存についても留意す

る。 

ｄ後方支援病床の

確保 
高 186 - 

市内医療機関との間で

後方支援病床確保契約

を締結した。 

利用実績：11 日間 

Ａ 

初年度の利用実績を踏まえ、病床数

の増減について継続的に検討してい

く。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (3) 認知症の人とその家族が安心して暮らせる地域づくり 

  

① 

ａ認知症初期集中

支援チーム事業

の実施 高 187 - 

新規の３件の事例を対

象とし、支援の進捗に

つなげた。 Ａ 

令和２年度から医療介護連携事業が

高齢障がい課に移管されたことを踏

まえ、医療介護専門職による多職種

連携の早期対応の実践事例として位

置付けるための枠組み再編を行う。 

  ｄ認知症カフェの

増設に向けた働

きかけ 高 188 - 

通所介護事業所や薬局

に働きかけ、新たに２

件の認知症カフェを開

設した。 

Ａ 

既存の設置団体による安定的な運営

のための支援を進めるとともに、各

種支援施設、既存の居場所等あらゆ

る資源の活用を視野に入れた働きか

けを実施する。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (4) 権利擁護の推進と高齢者虐待の防止 

  

① 

ｂ近隣市と連携し

た多摩南部成年

後見センターの

共同運営 

地 191 - 

多摩南部成年後見セン

ターの共同運営は円滑

になされている。 

Ｂ 

平成 31 年度、多摩南部成年後見セン

ター構成５市で、成年後見制度利用

促進基本計画を策定した。令和２年

度は狛江市の実施計画を策定する予

定である。市、センター及び狛江市

社会福祉協議会の役割を明確にする

ほか、地域連携ネットワークの構築

を図り、制度の利用が必要な市民等

に対し、適切な支援を行っていく。 

 (5) 住まいと介護基盤の充実 

  

④ 

ｂ介護サービス事

業者への指導検

査の実施 地 195 

年度

３回

以上 

福祉保健財団の専門職

を活用し、前年度に開

設した事業所を含めた

５事業所に対して指導

検査を実施した。 

Ｂ 

居宅介護支援事業所を中心に指導検

査を行ったが、今後はサービスごと

にバランスよく指導検査を行うこと

ができるよう、指導計画を立ててい

くこととしたい。 
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基本 

目標 

重点 

施策 
Plan（主な事業内容 

（2019 年度）） 
担当課 頁 指標 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善点） 
大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (5) 住まいと介護基盤の充実 

  

④ 

ｃケアプラン点検

の実施 

高 196 

年度

２回

以上 

ケアマネジメントの質

の向上を目的に、２回

のケアプラン点検を実

施し、プランを作成し

た介護支援専門員に対

して、各々２回の面談

を行った。市内介護支

援専門員を対象にケア

プラン点検に関する研

修を開催した。 

Ａ 

点検を円滑かつ効果的に行うため

に、アセスメント力向上の研修を並

行して実施する。 
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第２章 重点施策進捗管理シート 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

１ 健康づくりと生きがいづくり 

 (1) 健康寿命の延伸に向けた健康づくり及び介護予防の取組み強化 

  ③  

地域支援事業の

一環として、一

般介護予防事業

を推進します。 

ｂ介護予防事業の整

理・充実 

高 161 

教室事業から教室後の自主

的介護予防活動の継続を促

進するための一貫支援プロ

グラムとして提供する。 

・同じ方が毎回参加され

る傾向にあるため、多く

の方が参加できる仕組み

にしていく必要がある。 

・自主グループとなった

後に継続が困難となった

いう話を聞いたことがあ

るので、フォローアップ

の具体的な内容が大切で

ある。 

・教室等を集合形式で行

うことが難しい状況が今

後も続くと思われる。集

合形式以外での介護予

防、フレイル予防対策の

検討が必要である。その

ためには、オンライン関

係のための環境整備やオ

ンラインでの参加が困難

な方が利用できる場所と

人員配置等が今後必要と

なってくる。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

１ 健康づくりと生きがいづくり 

(1) 健康寿命の延伸に向けた健康づくり及び介護予防の取組み強化 

③  

地域支援事業の

一環として、一

般介護予防事業

を推進します。 

c 市民団体によるミ

ニデイ等の運営の

支援 

高 161 

新規運営団体の立ち上げか

ら既存運営団体の課題整理

を通じた支援拡充に重点を

シフトする。 

・運営場所に苦慮してい

るため、行政として更な

る支援が求められる。 

・活動団体ごとに異なる

課題があると思われるた

め、個別のヒアリングと

その解決に継続的に支援

を行うことが重要であ

る。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 

施策を実施するに当たっての課

題 
委員会からの意見 

大 小 

１ 健康づくりと生きがいづくり 

 (2) 心身の健康維持及び増進につながる社会参加の促進 

  ③ 

高齢者による社

会参加のための

団体、組織等の

立上げ及びその

自立を支援しま

す。 

ａこまえくぼ 1234

による専門相談及

び体験学習プログ

ラム等による人

材・団体の掘り起

こし・育成 

政 166 

高齢者のボランティア活動

等による社会参加を希望す

る声に対して、適切な活動

の紹介等をマッチングする

ためにも、各団体の活動情

報の収集が必要である。ま

た、潜在的な社会参加を希

望している高齢者のボラン

ティア活動につながるよう

な情報発信の工夫も必要で

ある。 

・ある自治体の高齢者ボ

ランティアの調査によれ

ば、ボランティア不参加

者のうち９割近くはボラ

ンティアに興味がある

が、成人期に仕事が多忙

で時間がなかったため参

加していないとのことで

ある。そのため、成人期

のうちからボランティア

の情報に触れる機会の提

供や時間の長短にかかわ

らず参加できるボランテ

ィアの情報提供が重要で

ある。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

１ 健康づくりと生きがいづくり 

(3) 生きがいに結びつく地域貢献や就労の場の拡充 

 ② 

介護ボランティ

ア制度導入によ

り、市民による

支え合いを充実

させます。 

a 介護ボランティア

制度の試行実施 

高 168 

令和２年度の本格実施にあ

たり、対象者の幅を拡大する

とともに、対象事業も幅広い

事業に拡大し参加者を確保

する。 

・社会参加していない人

が参加するきっかけと

なった。高齢者の参加を

促し、対象場所を更に増

やして欲しい。 

・後期高齢者の急増等を

受け、市としてもより一

層積極的な対応を期待

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 27 - 

 

 

基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (1) 地域における見守りと支え合いの仕組みづくり 

  ① 

小地域における見

守り・安否確認ネ

ットワークを作

り、近隣で暮らし

を支え合う仕組み

を作ります。 

a 小地域内での新

たな活動内容又

は既存活動の充

実化 

社 169 

小地域活動における担い手

の不足に加え、活動者の高

齢化が進んでいる。 

・町会以外の社会資源を

育成する必要がある。 

・小地域とはどれくらい

の単位・範囲を想定され

ているのかが分かりにく

い。 

・担い手不足と担い手の

高齢化は大きい課題では

あるが、新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止の視

点から既存活動を見直す

必要が出てきている。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (1) 地域における見守りと支え合いの仕組みづくり 

  ② 

地域組織や福祉関

係団体と連携して

避難行動要支援者

体制の構築を推進

します。 

ｂ福祉施設と福祉

避難所及び緊急

入所に関する協

定締結（GH３箇

所） 

地 171 

協定締結については施設側

の事情を考慮しながら調整

する。場合によっては関係

性の構築から進める必要が

あり、調整期間は長くなる

場合がある。 

・協定締結数を伸ばすだ

けでなく、有事の際に実

際運用できるかを検証す

る必要がある。 

・令和元年東日本台風の

避難指示発令時の事例を

検証し、必要があれば現

行の避難計画、実施マニ

ュアルを見直し、今後の

災害対策に活かしていた

だきたい。 

・協定締結後に、施設や

団体と協働して行う取組

みが重要である。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (2) 多様な主体による生活支援サービスの充実 

 

 ② 

住民主体で買い物、

調理、掃除等の家事

支援を行います。 

ａシルバーガイド

ブック等による

サービスの周知 高 174 

毎年度掲載情報の適切な見

直しを行うとともに、掲載情

報の均質化・定量化を推し進

め、利用者の理解を高める構

成とする。 

・課題のとおり事業を進

めていただきたい。 

(3) 新しい総合事業の実施による地域活力の向上 

 ① 

訪問型サービス及

び通所型サービス

を提供する担い手

を確保します。 

ａ運営団体の立上

げ、育成手法の研

究 高 176 

市内の活動場所が飽和状態

に近づいていることから、新

規の団体の増加から、既存団

体への支援の質の拡充に重

点を移していく。 

・立上げ支援から団体運

営を安定させる支援への

転換が必要である。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

２ 日常生活支援の充実 

 (3) 新しい総合事業の実施による地域活力の向上 

  ① 

訪問型サービス

及び通所型サー

ビスを提供する

担い手を確保し

ます。 

ａ人材確保のための

調査・研究 

高 176 

運営団体数の増加から支援

の質の拡充へ重点をシフト

し、これまでの経験から獲

得したノウハウの団体間へ

の水平展開を実践する。 

・依然、人材確保は厳し

い状況が続いている。引

き続き人材確保のための

施策を継続する必要があ

る。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 

施策を実施するに当たっ

ての課題 
委員会からの意見 

大 小 

２ 日常生活支援の充実 

(3) 新しい総合事業の実施による地域活力の向上 

② 

利用者の現行相

当サービスから

Ａ型やＢ型への

サービスの移行

を進め、新しい総

合事業の安定的

な運営を行いま

す。 

ｂ新しい総合事業の

サービス提供事業

所への指導検査等

の実施 

地
・
高
・ 

177 

在宅での介護サービ

スについては、居宅

介護支援事業所の作

成するケアプランが

全ての核となるた

め、重点的に居宅介

護支援所への指導検

査を行った。今後は

サービスごとにバラ

ンスよく指導検査を

行うことができるよ

う、指導計画を立て

ていくこととした

い。 

・新しい総合事業のサービス提

供は地域包括支援センターのケ

アマネジメントによるので、セ

ンターのケアマネジメントの検

証が重要である。 

・新しい総合事業の安定的な運

営を図るためには、サービス事

業者への指導検査とともに、利

用者及び事業者側の抱える問題

点を把握して改善を図るべきで

ある。また、軽度者向けサービ

スの充足は、今後の介護保険事

業計画上の重要課題でもある。 

・居宅介護支援事業所への指導

検査は、ケアマネジャー及びケ

アプランの質の向上のため重要

な取組みであるが、新しい総合

事業のサービス提供事業所への

指導検査を全く実施しなかった

理由にはならない。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (1) 新しい地域包括支援体制の構築 

  

① 

包括的な相談支

援体制を再構築

します。 

ｄこまほっとシル

バー相談室（高齢

者見守り相談窓

口）の周知 

相 179 

引き続き、地域住民に広く周

知していく。 

・まずは多くの人に知っ

てもらうことが重要なの

で、周知方法の具体策が

重要である。 

 ネットワークの

構築 
相 179 

引き続き、ネットワーク構築

に努めていく。 

・猪方・駒井・岩戸地域に

新たなネットワーク拠点

の整備を検討していただ

きたい。 

③ 

地域ケア会議を

充実させて、地域

連携の要とし、地

域生活課題の解

決を図ります。 

ａ個別ケア会議実

施（随時） 

高 181 

支援推進型に加え、新たに

予防推進型まで幅広いテー

マから個別事例の検討を積

み重ね、帰納的に地域生活

課題を抽出し、政策として

結実させるための制度設計

を構築する。 

・全体のシステム構築と

合わせてより多くの関係

者への周知と参画が重要

と考える。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

(1) 新しい地域包括支援体制の構築 

③ 

地域ケア会議を充

実させて、地域連携

の要とし、地域生活

課題の解決を図り

ます。 

ｂ地域生活課題

検討会議の開

催（年度３回） 

高 181 

地域ケア会議による帰納的

な事例の積み重ねから地域

生活課題を抽出し、政策に結

実させるプロセスが効果的

に機能する枠組みを構築す

る。 

・政策に繋げることこそ

が最終目的であり、かつ

重要であるので、更に発

展していくことを期待す

る。 

・枠組みの構築に合わせ、

全体を推進していく関係

者の体制整備が重要であ

る。 

④ 

生活支援コーディ

ネーターを中心と

して、生活支援体制

整備協議会による

地域資源の発掘及

び開発、関係機関の

ネットワーク強化

並びにマッチング

の仕組みづくりを

進めます。 

ａ生活支援体制

整備協議会の

開催（年度３

回） 

高 183 

地域生活課題に関して一つ

ずつ意見を積み上げるとと

もに、地域資源を一律に展開

し、地域生活課題検討会議と

の課題共有を進めるための

枠組みを構築する。 

・生活支援体制整備協議

会に広く住民が関われる

ように、参加メンバーや

運営方法についての検討

を進める必要がある。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 

施策を実施するに当たって

の課題 
委員会からの意見 

大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (2) 医療と介護の連携強化 

  

② 

国の在宅医療・介

護連携推進事業８

項目に沿って、医

療と介護の連携を

進めます。 

ｂ医療・介護関係者

による研修（年度

１回以上） 
高 185 

認知症連携事業を含めた医

療介護専門職による多職種

連携のノウハウの水平的展

開の場として新たに位置付

ける。 

・研修の方法としては、

医師を含めた多職種によ

るグループワークが効果

的ではないかと考える。 

・医療・介護関係者によ

る合同研修を年に２～３

回の開催へと強化するべ

きではないか。 

  

ｄ切れ目のない在

宅医療・介護連携

提供コールセン

ターの試行実施 高 186 

引き続き、地域の医療機関や

介護事業所等への周知を図

り、普及推進に努める。 

・ICT(MCS)も広く市内の

医療機関や福祉期間で普

及してきた。普及啓発以

外で運用に関しても課題

を集め今後のより良い運

用を検討する必要があ

る。 

 後方支援病床の

確保 高 186 

初年度の利用実績を踏まえ、

病床数の増減について継続

的に検討する。 

・課題のとおり事業を進

めていただきたい。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 

施策を実施するに当たって

の課題 
委員会からの意見 

大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (3) 認知症の人とその家族が安心して暮らせる地域づくり 

  ① 

認知症になっても

地域で安心して暮

らし続けられる支

援体制を整備しま

す。 

ａ認知症初期集中

支援チーム事業

の実施 高 187 

令和２年度から医療介

護連携事業が高齢障が

い課に移管されたこと

を踏まえ、医療介護専門

職による多職種連携の

早期対応の実践事例と

して位置付ける。 

・課題のとおり事業を進めて

いただきたい。 

ｄ認知症カフェの

増設に向けた働

きかけ 

高 188 

既存の設置団体の安定

的な運営支援を進める

とともに、各種支援施

設、既存の居場所等あら

ゆる資源の活用を視野

に入れて働きかけを実

施する。 

・駅前に整備する等、通いや

すく・入りやすい認知症カフ

ェを増設していただきたい。 

・既存のカフェにおいて参加

者が増えない現状がある。既

存カフェの問題点を考え、サ

ポートできる仕組みを検討す

る必要がある。 

・現在、市内の認知症カフェ

は、新型コロナウイルスの感

染拡大対策のため、休止して

いる状況である。新たな団体

や機関への働きかけも重要だ

が、今後オンラインでの開催

等、開催上の工夫が必要であ

る。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (4) 権利擁護の推進と高齢者虐待の防止 

  ① 

認知症等の高齢者

の権利が侵害され

ないよう、権利を

擁護する仕組みや

体制を充実させま

す。 

ｂ近隣市と連携し

た多摩南部成年

後見センターの

共同運営 

地 191 

平成 31 年度、多摩南部成年

後見センター構成５市で、

成年後見制度利用促進基本

計画を策定した。令和２年

度は狛江市の実施計画を策

定する予定である。市、セ

ンター、狛江市社会福祉協

議会の役割を明確にする

他、地域連携ネットワーク

の構築を図り、制度の利用

が必要な市民等に対し、適

切な支援を行っていく。 

・成年後見制度の利用促

進のために、狛江市の現

状に沿う形での機関間の

ネットワークの構築がよ

り重要だ。 
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基本 

目標 

重点 

施策 施策内容 
主な事業内容 

（2019 年度） 
担当課 頁 施策を実施するに当たっての課題 委員会からの意見 

大 小 

３ 地域包括ケアシステムの構築の推進 

 (5) 住まいと介護基盤の充実 

  

④ 

介護サービスの質

の向上を図りま

す。 

ｂ介護サービス事

業者への指導検

査の実施（年３回

以上） 
地
・
高 

195 

居宅介護支援事業所を中心

に指導検査を行ったが、今後

はサービスごとにバランス

よく指導検査を行うことが

できるよう、指導計画を立て

ていくこととしたい。 

・引き続き、透明性やサ

ービス向上のため指導検

査をお願いしたい。 

・介護サービス事業者及

びセットになっている居

宅介護支援事業所の両方

を一度に対象として指導

検査していくような計画

が良いのではないか。 

  

 ｃケアプラン点検

の実施（年度２回

以上） 

高 196 

介護支援専門員に対して、自

立支援に資する適切なケア

プランの理解とケアマネジ

メントの質の向上を図るた

め、ケアプラン点検と並行し

て、アセスメント力向上の研

修を実施する必要がある。 

・ケアマネジャーのスキ

ル向上に加え、ケアマネ

ジャー自身の援助観、自

己研鑽へのモチベーショ

ンなどを高めていくよう

な人材の育成に関する内

容も質の向上には必要で

はないかと思う。 
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